
体験を通して学ぶことの意味は何か？（１）
―体験学習の事例分析―

本日の授業の目標
○体験学習の事例（テキスト６章）を分析することを通して、体験を通して学ぶことの意味を考察する。

＜学ぶ＞ことの原点としての＜体験＞
　体験学習の思い出を振り返ろう

ペスタロッチの教授法（現代教育方法事典より）

　 J．H．ペスタロッチ（1746～1827）の教授法は、一般的には「＿＿＿＿＿＿＿＿」と呼ばれる。

　ペスタロッチは「＿＿＿＿そのものの＿＿＿＿こそが，人間的教授の真実の基 礎」

　教授の出発点が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿＿＿＿にあることを＿＿＿＿＿＿。

 「＿＿＿＿＿＿＿」は，「（教授対象を）できるだけ多くの＿＿＿＿にさらすこと」（＿＿＿＿＿＿）や

 「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を通しての学習」（＿＿＿＿＿）として理解されることもある。

　「＿＿＿＿＿の ABC」

　日本でも「＿＿＿＿＿」 「＿＿＿＿＿＿」として展開。
［参］ペスタロッチ（長尾十三二・福田弘訳）『ゲルトルート児童教育法』明治図書，1976．ヘ 
ルバルト（是常正美監訳）『ペスタロッチーの直観の ABC の理念』玉川大学出版部，1982． 
吉本均『学校教授学の成立』明治図書，1986． （小野擴男）
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テキスト６章

講義資料（学習マップ） 
「体験を取り入れた授業実践の意義の検討」

A 「米づくり」の実践事例
について理解しよう

テキスト第六章　P70-82

A1　学校の概要 A1-1　学校名

A1-2　児童数 A1-3　学級数

A2-2-1

A1-4　学校のまわりの様子

A2　学級のようす A2-1　学年／組

A2-2　子どもと米づくりの関係
専業農家は、＿＿軒だけだが、自分の家で米
を作っている家がほとんど。しかし、

A3　実践の概要　 A3-1
佐和子さんの田んぼ0.9アールを借りる

A3-2
　４月から１１月までの実践

A3-1-1
　学校の近く

A3　発展課題
　学習指導要領で、農業の学習は、どの
ような扱いになっているだろうか？

A3-2-1
　田植え

A3-2-3
収穫祭

A3-2-1-1　田植え前の学習

A3-2-2
　刈り取り

A3-2-1-2　日付

A3-2-2-1　日付

A3-2-1-3　種類

A3-2-2-1　乾燥の仕方

A3-2-2-1　脱穀の仕方

A3-2-3-1　日付

A3-2-3-2　収穫量

A3-2-3-2　収穫祭の出来事
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B よい経験とは何か？

B1　感想から

　機械と手のどちらがよいのか？

B2　

　めったにできない経験

B３　日比裕の　温かい経験と冷たい経験

発展課題

温かい経験と冷たい経験の例を考えよう
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